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日
本
職
業
教
育
学
会
関
東
地
区
部
会
（
エ
ル
ゴ
ナ
ジ
ー
研
究
会
）
報
告

二
〇
二
四
年
八
月
一
七
日

三
好
信
浩
著

『
教
育
観
の
転
換
―
よ
き
仕
事
人
を
育
て
る

―
』
を
読
む

（
二
〇
二
三
年
八
月
発
行
、
Α
五
版
一
七
二
頁
、
風
間
書
房
、
二
五
〇
〇
円
＋
税
）

田
中

萬
年
（
元
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
）

三
好
先
生
の
「
単
著
一
覧
」（
☆
印
は
文
部
省
学
術
出
版
助
成
図
書
）

The
C

ollrcted
W

riting
of

H
enry

D
yer

全
五
巻
：
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
著
作
集

H
enry

D
yer:

Pioneer
of

Engineering
Education

in
Japan

：
ダ
イ
ア
ー
の
伝
記

１
『
イ
ギ
リ
ス
公
教
育
の
歴
史
的
構
造
』
亜
紀
書
房
、
一
九
六
八
年
☆

２
『
教
師
教
育
の
成
立
と
発
展
―
ア
メ
リ
カ
教
師
教
育
制
度
史
論
』
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
七
二
年
☆

３
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
公
教
育
政
策
史
』
亜
紀
書
房
、
一
九
七
四
年
☆

４
『
日
本
工
業
教
育
成
立
史
の
研
究
―
近
代
日
本
の
工
業
化
と
教
育
』
風
間
書
房
、
一
九
七
九
年
☆

増
補
版
、

二
〇
一
二
年

５
『
日
本
農
業
教
育
成
立
史
の
研
究
―
日
本
農
業
の
近
代
化
と
教
育
』
風
間
書
房
、
一
九
八
二
年
☆

増
補
版
、

二
〇
一
二
年

６
『
明
治
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
―
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
ち
が
い
』
中
央
公
論
社
（
中
公
新
書
）、
一
九
八
三
年

７
『
日
本
商
業
教
育
成
立
史
の
研
究
―
日
本
商
業
の
近
代
化
と
教
育
』
風
間
書
房
、
一
九
八
五
年
☆

増
補
版
、

二
〇
一
二
年

８
『
日
本
教
育
の
開
国
―
外
国
教
師
と
近
代
日
本
』
福
村
出
版
、
一
九
八
六
年

９
『
商
売
往
来
の
世
界
―
日
本
型
「
商
人
」
の
原
像
を
さ
ぐ
る
』
日
本
放
送
出
版
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
、

一
九
八
七
年

『
ダ
イ
ア
ー
の
日
本
』
異
文
化
接
触
と
日
本
の
教
育
③
、
福
村
出
版
、
一
九
八
九
年

10
『
日
本
師
範
教
育
史
の
構
造
―
地
域
実
態
史
か
ら
の
解
析
』
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
九
一
年
☆

11
『
近
代
日
本
産
業
啓
蒙
書
の
研
究
―
日
本
産
業
啓
蒙
史
上
巻
』
風
間
書
房
、
一
九
九
二
年
☆

12
『
近
代
日
本
産
果
啓
蒙
家
の
研
究
―
日
本
産
業
啓
蒙
史
下
巻
』
風
間
卉
労
、
一
九
九
五
年
☆

13
『
私
の
万
時
簿
―
広
島
大
学
最
終
講
義
』
風
間
書
房
、
一
九
九
六
年

14
『
手
島
精
一
と
日
本
工
業
教
育
発
達
史
―
産
業
教
育
人
物
史
研
究
Ｉ
』
風
間
書
房
、
一
九
九
九
年
☆

15
『
日
本
の
女
性
と
産
業
教
育
―
近
代
産
業
社
会
に
お
け
る
女
性
の
役
割
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
〇
年

16
『
横
井
時
敬
と
日
本
農
業
教
育
発
達
史
―
産
業
教
育
人
物
史
研
究
Ⅱ
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇
年

17
『
渋
沢
栄
一
と
日
本
商
業
教
育
発
達
史
―
産
業
教
育
人
物
史
研
究
Ⅲ
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年

18
『
日
本
工
業
教
育
発
達
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
五
年
☆

19
『
日
本
農
業
教
育
発
達
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年

20
『
日
本
商
業
教
育
発
達
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年

21
『
日
本
女
子
産
業
教
育
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年

22



- 2 -

『
産
業
教
育
地
域
実
態
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年

23
『
納
富
介
次
郎
』
佐
賀
偉
人
伝

、
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
、
二
〇
一
三
年

24

10

『
日
本
の
産
業
教
育
―
歴
史
か
ら
の
展
望
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年

25
『
愛
知
の
産
業
教
育
―
産
業
立
県
の
教
育
モ
デ
ル
』
風
媒
社
、
二
〇
一
八
年

26
『
現
代
に
生
き
る
大
蔵
永
常
―
農
書
に
み
る
実
践
哲
学
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
一
八
年

27
『
産
業
教
育
学
―
産
業
界
と
教
育
界
の
架
け
橋
』
風
間
書
房
、
二
〇
二
〇
年

28
『
手
島
精
一
―
渋
沢
栄
一
が
敬
愛
し
た
日
本
の
名
校
長
』
青
蕑
舎
、
二
〇
二
二
年

29
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二
〇
一
四
年
度
日
本
産
業
教
育
学
会
賞

細谷賞（学会賞）

三好信浩『産業教育史学研究全 13 冊』（風間書房・
2012年）
（受賞理由）

三好会員は 1979 年風間書房より『日本工業教育成立
史の研究』を上梓して以来、日本農業教育、日本商業

教育についても同様の著作を刊行した上に『日本工業

教育発達史の研究』『日本農業教育発達史の研究』、『日

本商業教育発達史の研究』でもって先の３部作研究を

深化・発展され、そして工・農・商業教育について各

重要人物についての研究書をものされ、また産業啓蒙

書及び啓蒙家の研究書をも出され、その上日本女子産

業教育についての研究書と産業教育地域実態史につい

ても研究をまとめられた。これら産業教育史学にかか

わる長年の研究著作は全 13 冊に及び、2012 年に風間
書房より改めて全冊刊行されたのである。これらは何

れも膨大な資料を駆使し卓抜な産業教育学的考察によ

ってまとめられたものであり、産業教育学の研究を志

す者にとっては避けて通れないうずたかい業績となっ

ている。本学会に取ってのかけがえのない研究的財産

でもある。そのことをこのたび高く評価して本年度細

谷賞を三好会員へ授与することとなった。

＜受賞者の喜びの声＞

○細谷賞

三好信浩

予想だにしていなかっただけに、専門学会からこのような賞

を頂けることは、研究者として至上のよろこびであります｡

寺田盛紀会長が本学会誌に発表された｢産業教育・職業教育学

の形成・発展・課題｣は､本学会の性格や課題を実に的確に言い

当てていて、何度も読み返しました。

そして気づきましたことは、この学会のテリトリーの広さや

方法論の多様さなどに加えて、Education と Training を接合させ
るという難題を抱えていることです。細谷俊夫先生は技術教育

と称し、隅谷三喜男先生は職業訓練と称しました｡それなら何

とか追随ができますが、寺田会長の言う両者の結合は骨の折れ

る作業であり、これまでの学会員の地道な取り組みに敬意を表

します。

私自身は、学校における産業教育の歴史研究から入りました。

日本の、少なくとも戦前期の日本で世界に類例を見ない規模で

発達した産業系学校では、意外にも、教育の中に産業の心や術

(わざ)を取り込む努力がなされていました。民衆は、生活や生

業(なりわい)の中から立ち上がる、いわば陽炎（かげろう)の

ような学習観を抱いていて､教育者たちがそれにこたえたため

だと思います。

自己および家族の生活のために、一人前になりたい、自立し

たいという民衆の本源的な願望をみたすために、学校は何を教

え、社会とどう練携するかという知恵は存外と身近なところに

見出せるのではないでしょうか。

この名誉ある賞を機に、私もまた一臂の努力を続けたいと思

います。 （広島大学名誉教授）

『産業教育学研究』2015年1月号
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三
好
信
浩
先
生
の
「
産
業
教
育
学
」
研
究
の
立
場

『
産
業
教
育
学
―
産
業
界
と
教
育
界
の
架
け
橋
―
』
の
「
ま
え
が
き
」
よ
り

な
ぜ
先
行
研
究
が
少
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
多
々
あ
る
と
思
う
が
そ
の
一
つ
は
、
敗
戦
直
後
の
日
本

で
は
産
業
界
と
教
育
界
と
疎
遠
で
あ
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
産
業
界
を
代
表
す
る

日
経
連
と
教
育
界
を
代
表
す
る
日
教
組
と
は
、
文
教
政
策
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
。
教
育
界
と
し
て
は
、

戦
前
期
の
軍
国
主
義
教
育
へ
の
反
省
か
ら
、
政
治
や
資
本
の
側
か
ら
出
る
教
育
要
求
へ
の
反
発
が
あ
っ
た
。

教
育
学
者
や
教
職
員
の
多
く
が
こ
れ
に
組
し
た
。
そ
の
結
果
、
戦
後
、
特
に
経
済
成
長
期
に
入
っ
た
以
後

の
日
本
の
、
主
要
な
教
育
政
策
の
決
定
に
際
し
て
は
、
教
育
界
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
時
代
が
移
る
に
つ
れ
て
事
情
は
徐
々
に
変
化
し
、
今
日
で
は
産
学
連
携
論
が
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

教
育
学
を
専
攻
す
る
私
と
し
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
抜
き
で
こ
の
問
題
に
切
り
込
ん
で
み
た
い
と
考
え

た
。
学
問
と
し
て
は
未
解
明
な
こ
の
難
題
に
挑
戦
す
る
に
は
、
私
自
身
の
研
究
視
座
を
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
自
己
の
力
量
の
限
界
を
考
え
た
う
え
で
、
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
産
業
を
工
・
農
・
商
の
三
業

に
限
定
す
る
こ
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
教
育
史
研
究
の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
人
が
産
業
界

の
人
と
な
る
の
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
的
営
為
が
作
用
し
た
の
か
、
そ
の
際
の
思
想
と
実
践
を
歴
史
的
に

追
跡
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
産
業
教
育
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
に
潜
む
課
題
と
将
来
へ

の
指
針
を
探
り
出
そ
う
と
考
え
た
。

三好先生のエピソード
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目
次

第
九
章

学
校
外
産
業
教
育
論

１

年
季
徒
弟
論

２

企
業
内
教
育
論

３

公
共
職
業
訓
練
論

４

学
校
外
教
育
と
学
校
教
育
の
関
係
論

第
一
〇
章

産
業
系
人
間
育
成
論

１

産
業
人
の
知
性
と
技
術

２

産
業
人
の
精
神
と
行
動

３

産
業
人
の
倫
理
と
品
性

４

よ
き
仕
事
人
の
条
件

p.

人
間
教
育
の
最
終
目
標
は
何
か
。
諸
説
が
あ
る
中
で
、
筆
者
は
い
さ
さ
か
独
断
的
で
あ
る
と
そ
し

146
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
、
そ
れ
は
、
「
よ
き
仕
事
人
を
育
て
る
」
こ
と
だ
、
と
答
え
た
い
。
そ
こ

で
、
よ
き
仕
事
人
と
は
い
か
な
る
人
間
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
。

筆
者
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
大
別
し
て
五
種
に
分
か
れ
る
と
思
う
。
①
生
産
・
流
通
、
②
医
療
・
福
祉
、

③
公
共
・
公
務
、
④
法
曹
・
警
備
、
⑤
文
化
・
芸
術
、
の
仕
事
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
人
は
、
い
ず

れ
も
人
間
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
の
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
原
初
的
で
基
盤
的
な

仕
事
大
は
、
①
の
生
産
・
流
通
の
仕
事
人
で
あ
る
。
コ
リ
ン
ー
ク
ラ
ー
ク
の
い
う
、
第
一
次
か
ら
第
三
次

ま
で
の
産
業
に
従
事
す
る
仕
事
人
で
あ
る
。

５

産
業
系
学
校
の
改
革
課
題

『
産
業
教
育
学
』
を
ご
恵
送
下
さ
っ
た
同
封
の
書
状
に
記
さ
れ
た
感
想
と
歌

「
ご
高
著
か
ら
多
く
の
こ
と
を
ま
な
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
」

＜

感
懐
の
一
首＞

分
け
の
ぼ
る

麓
の
道
は
変
わ
れ
ど
も

同
じ
高
嶺
の

月
を
見
む
か
な

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

※

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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「
帯
」
の
紹
介
文

多
年
に
わ
た
り
産
業
教
育
の
実
証
的
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
著
者
が
、

そ
の
間
に
「
人
間
教
育
と
は
何
か
」
を
問
い
続
け
、

最
後
に
到
達
し
た
の
は
、
「
よ
き
仕
事
人
を
育
て
る
」
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

本
書
の
構
成

本
論

教
育
の
真
義

序

章

教
育
と
は
何
か

１

「
教
育
」
と
い
う
言
葉

２

よ
き
仕
事
人
を
育
て
る

第
一
章

江
戸
期
仕
事
人
の
自
修
自
営

１

「
一
人
前
」
と
い
う
願
望

２

農
業
の
仕
事
人

３

工
業
の
仕
事
人

４

商
業
の
仕
事
人

第
二
章

近
代
学
校
の
仕
事
人
教
育

１

「
学
校
王
国
」
日
本
の
誕
生

２

医
療
人
の
学
校

３

産
業
人
の
学
校

４

教
職
人
の
学
校

５

そ
の
他
の
仕
事
人
の
学
校

第
三
章

仕
事
人
の
職
業
訓
練

１

戦
前
・
戦
後
の
文
教
施
策

２

戦
前
期
の
学
校
内
実
習

３

学
校
に
準
ず
る
職
業
系
学
校

４

企
業
内
職
業
訓
練

５

公
共
職
業
訓
練

第
四
章

現
代
社
会
の
仕
事
人
育
成

１

学
校
教
育
の
現
状
と
課
題

２

職
業
訓
練
の
現
状
と
課
題

３

産
学
官
連
携
の
現
状
と
課
題

４

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
と
課
題

５

定
年
と
無
職
の
問
題

結

章

仕
事
と
は
何
か

１

人
生
と
仕
事

２

仕
事
と
教
育

補
論

成
功
的
仕
事
人
の
仕
事
力

１

農
書
執
筆
の
仕
事
人

大
蔵
永
常

２

発
明
創
作
の
仕
事
人

田
中
久
重

３

独
学
創
世
の
仕
事
人

渋
沢
栄
一

４

学
校
創
設
の
仕
事
人

Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー

５

学
校
経
営
の
仕
事
人

手
島
精
一

６

国
際
交
流
の
仕
事
人

保
良
せ
き

７

地
域
創
生
の
仕
事
人

大
原
孫
三
郎

８

農
業
系
学
卒
の
仕
事
人

横
井
時
敬

９

工
業
系
学
卒
の
仕
事
人

土
光
敏
夫

商
業
系
学
卒
の
仕
事
人

出
光
佐
三

10

補
論
の
補
遺
―

人
の
仕
事
人
の
共

11

10

通
点

三
好
信
浩
先
生
の
拙
論
へ
の
評
価
：
田
中
萬
年
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://noukai.stars.ne.jp/recruit.htm
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二
〇
二
三
年
七
月
三
〇
日
付
け
の
書
状
（
八
月
一
日
受
け
）

「
歯
に
衣
を
着
せ
ず
に
遠
慮
な
く
ご
叱
声
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

三
好
先
生
は
残
念
な
が
ら
「

二
〇
二
四
年
一
月
末
日
に
九
一
年
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。」
と
い
う
。
疑
問

点
を
未
だ
ご
教
示
戴
き
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
叶
わ
な
く
な
っ
た
。

本
書
の
意
義
は
、
わ
が
国
教
育
学
の
質
的
な
転
換
の
必
要
性
を
明
示
し
た
点
に
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、

本
書
は
職
業
訓
練
問
題
を
尊
重
す
る
か
、
看
過
す
る
か
の
教
育
学
研
究
の
分
水
嶺
と
し
て
の
歴
史
性
が
あ

る
と
言
え
る
。
ま
た
、
「
よ
き
仕
事
人
を
育
て
る
」
と
は
職
業
訓
練
の
課
題
で
も
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、

職
業
訓
練
関
係
者
に
と
っ
て
も
そ
の
論
理
を
学
び
、
論
旨
を
活
用
で
き
る
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
好
信
浩
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
学
恩
に
感
謝
し
、
先
生
の
課
題
に
稚
拙
な
論
で
申
し
訳
な
い

で
す
が
こ
の
場
を
借
り
て
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

http://noukai.stars.ne.jp/recruit.html

